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1原発で何が起きたのか

一
号
機
の
参
異
常
な
″
原
子
炉
水
位
降
下

三
月
二
日
午
後
二
時
四
六
分
の
地
震
発
生
の
翌
日
、
一
二
日
の
午
後
三
時
三
六
分
、
福
島
第
一
原
発
一
号

機
の
原
子
炉
建
屋
の
最
上
部
に
あ
る
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
フ
ロ
ア
（
サ
ー
ビ
ス
フ
ロ
ァ
と
も
呼
ば
れ
る
）
が
、
水
素
爆

想
定
外
の
大
津
波
の
襲
来
さ
え
な
け
れ
ば
福
島
第
一
原
発
事
故
は
起
き
な
か
っ
た
Ｉ
こ
れ
が
今
日
、
社
会

に
形
成
さ
れ
つ
つ
あ
る
基
本
認
識
で
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
い
や
、
す
で
に
堅
固
な
認
識
に
な
っ
て
い
る
の
か

も
し
れ
な
い
。
し
か
し
本
当
に
そ
う
な
の
か
。
こ
の
先
、
地
震
国
日
本
と
原
発
と
い
う
大
き
な
問
題
を
議
論
し

て
い
か
ね
ば
な
ら
な
い
と
き
に
、
わ
れ
わ
れ
が
注
意
を
向
け
る
べ
き
こ
と
は
大
津
波
だ
け
な
の
か
。
〃
想
定
外
″

と
い
う
こ
と
で
す
べ
て
片
が
付
く
の
か
。
た
ぶ
ん
、
そ
う
で
は
な
い
。

１
原
発
で
何
が
起
き
た
の
か

’
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1原発で何が起きたのか

下
が
っ
て
い
た
。

原
発
技
術
者
た
ち
は
核
燃
料
最
上
部
を
「
有
効
燃
料
頂
部
」
と
呼
ぶ
。
あ
る
い
は
、
そ
れ
に
対
す
る
英
語
の

略
記
「
Ｔ
Ａ
Ｆ
」
を
使
う
。
通
常
、
原
子
炉
水
位
は
Ｔ
Ａ
Ｆ
よ
り
約
五
メ
ー
ト
ル
も
上
に
あ
る
か
ら
、
一
号
機

の
場
合
、
地
震
が
起
き
て
二
一
時
間
の
う
ち
に
、
高
さ
に
し
て
約
三
メ
ー
ト
ル
七
○
セ
ン
チ
ぷ
ん
の
水
（
冷
却

材
）
が
原
子
炉
外
へ
消
え
た
こ
と
に
な
る
。
原
子
炉
内
部
に
は
け
つ
こ
う
い
ろ
い
ろ
な
物
が
入
っ
て
い
る
か
ら
、

水
位
の
変
化
だ
け
で
消
え
た
水
の
量
を
正
確
に
割
り
出
す
こ
と
は
難
し
い
。
し
か
し
原
子
炉
の
直
径
は
約
四
．

八
メ
ー
ト
ル
も
あ
る
。
お
そ
ら
く
二
、
三
○
ト
ン
ぐ
ら
い
の
水
が
、
ど
こ
か
へ
消
え
た
は
ず
だ
。

そ
れ
ば
か
り
で
は
な
い
。
そ
の
後
も
原
子
炉
水
位
は
下
が
り
つ
づ
け
、
二
一
日
の
朝
の
八
時
に
は
つ
い
に
Ｔ

Ａ
Ｆ
か
ら
四
○
セ
ン
チ
下
ま
で
降
下
し
、
水
素
爆
発
が
起
き
る
約
二
時
間
前
の
一
二
日
午
後
一
時
半
過
ぎ
に
は
、

な
ん
と
Ｔ
Ａ
Ｆ
か
ら
一
メ
ー
ト
ル
七
○
セ
ン
チ
も
下
に
あ
っ
た
。
燃
料
棒
の
長
さ
は
お
よ
そ
四
メ
ー
ト
ル
だ
か

ら
、
そ
の
と
き
燃
料
棒
の
全
長
の
四
○
％
強
が
水
面
か
ら
上
に
出
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
な
ぜ
一
号
機
は
こ
れ

ほ
ど
速
く
原
子
炉
水
位
が
降
下
し
た
の
か
。

別
添
一
に
は
二
号
機
、
三
号
機
の
運
転
パ
ラ
メ
ー
タ
も
記
さ
れ
て
い
た
。
二
号
機
、
訓
亭
機
の
水
位
の
変
化

も
け
っ
し
て
〃
正
常
〃
で
は
な
か
っ
た
。
と
く
に
三
号
機
の
そ
れ
は
か
な
り
異
常
だ
っ
た
。
し
か
し
二
号
機
も

５

三
号
機
も
、
少
な
く
と
も
一
二
日
に
原
子
炉
水
位
が
Ｔ
Ａ
Ｆ
を
切
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

発
で
吹
き
飛
ん
だ
。
そ
の
翌
々
日
の
一
四
日
の
昼
前
、
今
度
は
三
号
機
で
も
同
様
の
、
し
か
し
よ
り
激
し
い
水

素
爆
発
が
起
き
た
。
こ
の
と
き
は
、
官
房
長
官
の
い
わ
ば
安
全
宣
言
付
き
の
爆
発
予
告
ま
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に

翌
日
の
一
五
日
の
早
朝
に
は
四
号
機
で
火
災
が
起
き
、
ま
た
そ
れ
と
ほ
ぼ
同
時
刻
に
二
号
機
の
圧
力
抑
制
室
付

近
で
水
素
爆
発
ら
し
き
も
の
が
起
き
た
。

こ
れ
ら
一
連
の
爆
発
や
火
災
の
中
で
も
っ
と
も
気
に
な
っ
た
の
は
、
地
震
発
生
か
ら
二
五
時
間
足
ら
ず
、

早
々
に
水
素
爆
発
を
起
こ
し
た
一
号
機
だ
っ
た
。
全
交
流
電
源
を
喪
失
し
た
原
発
が
水
素
爆
発
を
起
こ
す
ま
で

の
プ
ロ
セ
ス
は
あ
る
程
度
思
い
描
け
た
が
、
そ
れ
に
し
て
も
速
す
ぎ
た
。
爆
発
ま
で
の
あ
の
速
さ
は
い
っ
た
い

何
を
物
語
る
の
か
？
少
な
く
と
も
一
号
機
に
は
何
か
特
別
な
こ
と
が
起
き
な
か
っ
た
か
？

私
の
記
憶
違
い
で
な
け
れ
ば
、
あ
る
程
度
ま
と
ま
っ
た
形
で
各
号
機
の
圧
力
や
水
位
な
ど
が
示
さ
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
の
は
、
原
子
力
災
害
対
策
本
部
が
三
月
二
○
日
過
ぎ
あ
た
り
か
ら
首
相
官
邸
ウ
ェ
プ
サ
イ
ト
に
ア
ッ

プ
し
は
じ
め
た
「
平
成
二
三
年
（
二
○
三
年
）
福
島
第
一
・
第
二
原
子
力
発
電
所
事
故
に
つ
い
て
」
と
い
う
事

故
日
報
の
よ
う
な
文
書
に
附
帯
す
る
「
別
添
こ
に
お
い
て
で
は
な
か
っ
た
か
と
思
う
。
そ
の
別
添
一
に
列
記

さ
れ
・
て
い
た
一
号
機
の
「
運
転
パ
ラ
メ
ー
タ
」
（
原
子
炉
水
位
、
原
子
炉
圧
力
、
格
納
容
器
圧
力
な
ど
）
を
見
て
私
は

鷲
袴
し
た
。
た
と
え
ば
原
子
炉
水
位
。
地
震
が
起
き
て
一
二
時
間
し
か
経
っ
て
い
な
い
一
二
日
深
夜
二
時
四
五

分
に
、
原
子
炉
水
位
が
な
ん
と
核
燃
料
棒
最
上
部
ま
で
「
わ
ず
か
」
一
メ
ー
ト
ル
三
○
セ
ン
チ
の
と
こ
ろ
ま
で
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1原発で何が起きたのか

器
の
中
で
海
水
に
よ
っ
て
冷
却
さ
れ
て
水
に
姿
を
変
え
、
給
水
ポ
ン
プ
の
力
を
借
り
て
ふ
た
た
び
原
子
炉
圧
力

容
器
へ
戻
る
。
‐
●
Ｉ
唖

運
転
中
の
冷
却
材
圧
力
は
約
七
・
○
メ
ガ
パ
ス
カ
ル
（
約
七
○
気
圧
）
、
原
子
炉
圧
力
容
器
の
中
で
生
み
出
さ
れ

る
蒸
気
の
温
度
は
二
八
五
度
で
あ
る
。
原
子
炉
圧
力
容
器
の
大
き
さ
は
原
発
の
出
力
な
ど
に
よ
っ
て
異
な
る
。

電
気
出
力
四
六
万
キ
ロ
ワ
ッ
ト
の
一
号
機
の
原
子
炉
圧
力
容
器
の
内
径
は
約
四
八
メ
ー
ト
ル
、
高
さ
は
約
二

○
メ
ー
ト
ル
、
七
八
・
四
万
キ
ロ
ワ
ッ
ト
の
二
、
三
号
機
の
そ
れ
は
内
径
が
約
五
・
六
メ
ー
ト
ル
、
高
さ
が
約
二

二
メ
ー
ト
ル
だ
。
な
お
、
似
た
言
葉
に
「
原
子
炉
」
が
あ
る
。
原
子
炉
は
厳
密
に
は
容
れ
物
で
は
な
く
〃
装

置
″
を
意
味
し
て
い
る
。
し
か
し
実
際
に
は
、
原
子
炉
圧
力
容
器
と
い
う
容
れ
物
の
意
味
で
使
わ
れ
る
こ
と
も

少
な
く
な
い
。

タ
ー
ビ
ン
と
連
結
し
て
い
る
発
電
機
が
回
転
し
、
電
気
が
生
み
出
さ
れ
る
。
一
方
、
仕
事
を
し
た
蒸
気
は
復
水

原
発
の
原
理
そ
の
も
の
は
比
較
的
単
純
だ
。
沸
騰
水
型
の
場
合
、
ま
ず
、
原
子
炉
圧
力
容
器
の
下
方
に
収
め

ら
れ
て
い
る
核
燃
料
が
連
鎖
的
に
核
分
裂
反
応
を
起
こ
し
、
そ
の
際
発
せ
ら
れ
る
莫
大
な
熱
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
よ

っ
て
原
子
炉
圧
力
容
器
内
の
水
（
冷
却
材
）
の
一
部
が
沸
騰
し
て
蒸
気
に
な
る
。
そ
の
蒸
気
が
タ
ー
ビ
ン
を
回
し
、

|騒霊霊篝蕾

原子炉圧力容器

ダウンカマー

図1束砥福島第一原子力発電所1号機水・蒸気概略系読図

原
発
の
基
本
的
な
仕
組
み

図
１
は
福
島
第
一
原
発
一
～
五
号
機
の
、
運
転
中
の
水
と
蒸

気
の
流
れ
の
概
略
を
示
し
て
い
る
（
六
号
機
も
ほ
ぼ
同
じ
だ
が
、

格
納
容
器
の
形
が
大
き
く
異
な
る
）
。
こ
の
種
の
概
略
系
統
図
は
新

聞
や
テ
レ
ビ
で
も
再
三
登
場
し
て
い
た
が
、
見
る
と
き
に
一
つ

注
意
が
い
る
。
こ
う
し
た
図
は
実
際
の
配
管
の
本
数
を
あ
ら
わ

し
て
い
な
い
し
、
配
管
や
弁
や
機
器
の
正
し
い
位
置
関
係
を
あ

ら
わ
し
て
い
る
わ
け
で
も
な
い
。
た
と
え
ば
、
こ
の
図
に
は
主
蒸

気
管
が
一
本
し
か
描
か
れ
て
い
な
い
が
、
実
際
に
は
四
本
あ
る
。

再
循
環
系
配
管
に
い
た
っ
て
は
タ
コ
の
足
の
よ
う
に
多
く
の
配

管
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
原
子
炉
圧
力
容
器
の
上
部
か
ら

出
た
蒸
気
が
そ
の
ま
ま
水
平
に
タ
ー
ビ
ン
に
向
か
う
よ
う
に
思

え
る
が
、
実
際
に
は
、
原
子
炉
圧
力
容
器
を
出
た
水
蒸
気
は
原

子
炉
圧
力
容
器
の
壁
に
沿
う
よ
う
に
、
ま
ず
真
下
に
降
り
る
。

7
6
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爆
発
な
ど
が
起
き
な
い
よ
う
に
、
原
発
の
運
転
中
、
格
納
容
器
に
は
不
燃
ガ
ス
で
あ
る
窒
素
が
封
入
さ
れ
て
い

る
。
な
お
、
原
発
が
正
常
に
運
転
さ
れ
て
い
る
と
き
、
格
納
容
器
の
圧
力
は
、
わ
れ
わ
れ
の
生
活
空
間
と
ほ
ぼ

同
じ
一
気
圧
展
密
に
言
え
ば
、
一
気
圧
よ
り
ほ
ん
の
わ
ず
か
に
少
な
い
圧
力
）
で
あ
る
。

格
納
容
器
は
、
大
小
さ
ま
ざ
ま
な
原
子
炉
系
配
管
の
う
ち
最
大
径
の
配
管
が
完
全
破
断
し
た
場
合
Ｉ
’
す
な

た
り
破
損
し
た
り
し
て
冷
却
材
が
漏
出
し
て
し
ま
う
よ
う
な
事
故
ｌ
冷
却
材
喪
失
事
故
（
そ
れ
に
対
す
る
英
語

旨
の
の
。
周
旦
肖
青
。
画
の
具
の
頭
文
字
を
と
っ
て
Ｌ
Ｏ
Ｃ
Ａ
と
も
記
さ
れ
る
）
ｌ
が
起
き
た
と
き
に
、
放
射
性
物
質

が
外
環
境
に
ま
き
散
ら
さ
れ
な
い
よ
う
す
る
た
め
に
存
在
す
る
。
ま
た
、
そ
の
よ
う
な
事
故
時
に
内
部
で
水
素

華
郵
蓉
建
澤
吟
》
隼
》
呼
ぶ
）
が
破
断
し

ラ
イ
ウ
ェ
ル
と
圧
力
抑
制
室
の
温
度
差
に
伴
う
相
対
的
な
変
位
（
動
き
）
を

格
納
容
器
は
、
原
子
炉
圧
力
容
器
を
出
入
り
す
る
配
管
（
以
後
こ
れ
を

Ｍ
ａ
ｒ
ｋ
ｌ
型
格
納
容
器
と
そ
の
圧
力
抑
制
機
構

８

後
の
重
要
な
議
論
の
た
め
に
、
図
１
に
描
か
れ
て
い
る
も
う
一
つ
の
重
要
な
容
器
、
「
格
納
容
器
」
に
つ
い

て
少
し
詳
し
く
説
明
し
●
て
お
き
た
い
。
格
納
容
器
は
大
き
く
は
二
つ
の
部
分
か
ら
な
る
。
一
つ
は
、
巨
大
な
フ

ラ
ス
コ
の
よ
う
な
形
の
「
ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
」
、
も
う
一
つ
は
、
そ
の
ド
ラ
イ
ウ
一
一
ル
の
底
部
を
ぐ
る
り
と
取
り

囲
ん
で
い
る
巨
大
な
ド
ー
ナ
ツ
の
よ
う
な
形
の
「
圧
力
抑
制
室
」
で
あ
る
。
圧
力
抑
制
室
に
は
多
数
の
呼
称
が

あ
り
、
「
ウ
エ
ッ
ト
ウ
ェ
ル
」
、
「
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ
ー
」
と
呼
ば
れ
た
り
、
そ
の
形
か
ら
、
「
ト
ー

ラ
ス
」
（
円
環
体
）
と
呼
ば
れ
た
り
も
す
る
。
し
か
し
厳
密
に
は
円
環
状
櫛
造
物
で
は
な
い
。
一
六
個
の
円
筒
を
、

互
い
に
少
し
ず
つ
角
度
を
付
け
て
現
地
で
溶
接
し
な
が
ら
組
み
立
て
た
構
造
物
で
、
上
か
ら
眺
め
る
と
全
体
と

し
て
正
一
六
角
形
に
な
っ
て
い
る
。
ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
と
圧
力
抑
制
室
と
は
、
哀
ロ
ー
ズ
」
と
い
う
蛇
腹
状
の

や
わ
″
柔
い
〃
構
造
を
介
し
て
、
八
本
の
太
い
哀
ン
ト
管
」
で
結
合
さ
れ
て
い
る
。
ベ
ロ
ー
ズ
を
使
う
の
は
、
ド

、

福島第一原発1～5号機で使われているのと
同じMaxkI型格納容器味ブラウンズフェ
リー原子力発電所建設中)，手前のお椀状の
ものが格納容器の上盗

出所:rennesseeValleyAuthoxibrホーム
ページ(http:"Wwwttvacom/)

わ
ち
、
冷
却
材
が
溌
大
流
量
で

放
出
さ
れ
る
よ
う
な
冷
却
材
喪

失
事
故
ｌ
を
想
定
し
、
そ
の

と
き
の
最
大
過
渡
圧
力
と
過
渡

温
度
に
耐
え
ら
れ
る
よ
う
に
構

造
設
計
さ
れ
る
。
福
島
第
一
原

発
の
一
～
五
号
機
で
使
わ
れ
て

い
る
格
納
容
器
は
、
Ｍ
ａ
ｒ
ｋ

ｌ
型
と
呼
ば
れ
る
古
い
格
納
容

器
で
、
設
計
圧
力
は
○
四
メ

９

ガ
パ
ス
カ
ル
（
約
四
気
圧
）
前
後
、
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1原発で何が起きたのか

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
ブ
ラ
ッ
ク
ア
ウ
ト
、
ま
た
は
Ｓ
Ｂ
Ｏ

東
電
の
公
表
資
料
に
し
た
が
う
な
ら
、
三
月
二
日
午
後
二
時
四
六
分
、
福
島
第
一
原
発
は
東
北
地
方
太
平

洋
沖
地
震
に
よ
る
激
し
い
揺
れ
に
襲
わ
れ
た
。
そ
れ
に
よ
り
、
運
転
中
だ
っ
た
一
～
三
号
機
は
た
だ
ち
に
自
動

的
に
緊
急
停
止
し
た
。
つ
ま
り
、
燃
料
棒
を
何
本
も
束
ね
た
燃
料
集
合
体
の
間
に
制
御
棒
が
自
動
的
に
挿
入
さ

れ
、
各
号
機
の
核
分
裂
反
応
が
停
止
し
た
。

一
方
、
同
じ
午
後
二
時
四
六
分
に
「
外
部
電
源
」
が
喪
失
し
た
。
緊
急
時
に
使
わ
れ
る
い
く
つ
も
の
ポ
ン
プ

類
は
発
電
所
の
外
部
か
ら
供
給
さ
れ
る
電
力
に
頼
っ
て
い
る
。
福
島
第
一
原
発
の
場
合
、
一
～
四
号
機
は
東

よ

電
・
新
福
島
変
電
所
か
ら
の
「
大
熊
線
」
経
由
で
供
給
さ
れ
る
電
力
に
、
五
、
六
号
機
は
「
夜
ノ
森
線
」
経
由

で
供
給
さ
れ
る
電
力
に
、
そ
れ
ぞ
れ
頼
っ
て
い
る
が
、
地
震
発
生
と
同
時
に
大
熊
線
か
ら
の
所
内
受
電
設
備
が

損
傷
し
た
り
、
夜
ノ
森
線
か
ら
の
受
電
鉄
塔
が
倒
壊
し
た
り
す
る
な
ど
し
て
、
結
局
、
福
島
第
一
原
発
全
体
と

し
て
外
部
電
源
喪
失
に
陥
っ
た
。
し
か
し
、
外
部
電
源
喪
失
に
陥
る
と
す
ぐ
ｌ
正
確
に
は
午
後
二
時
四
七
分

に
’
一
～
三
号
機
に
そ
れ
ぞ
れ
二
台
ず
つ
設
置
さ
れ
て
い
る
非
常
用
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機
が
自
動
的
に
起
動

し
た
（
地
鍵
時
に
定
期
検
査
中
だ
っ
た
四
～
六
号
機
の
非
常
用
発
電
機
も
自
動
起
動
し
て
い
る
が
、
詳
し
い
説
明
は
省
略
す

る
）
。

し
か
し
、
後
述
す
る
よ
う
に
、
福
島
第
一
原
発
一
号
機
に
お
い
て
は
ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
の
圧
力
が
短
時
間
の
う

ち
に
設
計
圧
力
を
大
き
く
超
え
、
一
気
に
○
・
七
四
メ
ガ
パ
ス
カ
ル
（
約
七
・
四
気
圧
）
ま
で
上
昇
し
た
。
そ
れ
は

い
っ
た
い
な
ぜ
か
？
最
大
径
の
原
子
炉
系
配
管
が
完
全
破
断
し
て
も
四
気
圧
を
超
え
な
い
は
ず
な
の
に
、

七
・
四
気
圧
ま
で
上
昇
し
た
と
は
ど
う
い
う
こ
と
か
？
圧
力
抑
制
機
構
が
少
し
も
期
待
ど
お
り
に
は
機
能
し

な
か
っ
た
よ
う
に
私
に
は
見
え
る
（
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
こ
の
先
の
一
号
機
事
故
経
過
分
析
の
中
で
再
度
取
り
上
げ
る
）
。

確
か
に
こ
れ
だ
け
圧
力
が
高
く
な
る
と
巨
大
な
格
納
容
器
全
体
が
一
瞬
で
大
破
壊
し
て
飛
散
す
る
可
能
性
が
出

て
く
る
か
ら
、
国
は
「
ベ
ン
ト
」
（
ガ
ス
放
出
）
を
強
行
し
た
。
新
聞
や
テ
レ
ビ
が
こ
の
ベ
ン
ト
に
伴
う
放
射
性
物

質
の
大
気
放
出
に
注
意
を
向
け
た
の
は
当
然
の
こ
と
だ
が
、
な
ぜ
設
計
圧
力
を
大
幅
に
超
え
．
る
圧
力
が
格
納
容

器
に
生
じ
た
か
に
目
を
向
け
る
メ
デ
ィ
ア
は
皆
無
だ
っ
た
。

味
だ
。

設
計
温
度
は
一
四
○
度
前
後
だ
。

仮
に
最
大
径
の
配
管
が
完
全
破
断
し
た
場
合
、
ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
に
は
一
気
に
大
壷
の
蒸
気
が
噴
出
す
る
だ
ろ

う
。
そ
の
蒸
気
は
猛
烈
な
勢
い
で
ベ
ン
ト
管
を
通
り
抜
け
最
終
的
に
圧
力
抑
制
室
内
の
大
量
の
冷
水
ｌ
サ
プ

レ
ッ
シ
ョ
ン
・
プ
ー
ル
ー
の
中
に
導
か
れ
て
水
に
な
り
、
体
積
凝
縮
が
起
こ
る
。
こ
う
し
て
、
ド
ラ
イ
ゥ
ェ

ル
の
圧
力
は
四
気
圧
以
下
に
抑
制
さ
れ
る
。
格
納
容
器
の
設
計
圧
力
が
○
・
四
メ
ガ
パ
ス
カ
ル
と
は
そ
い
う
意
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１
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グ
ハ
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1原発で何が起きたのか

の
開
始
点
を
Ｓ
Ｂ
Ｏ
と
す
る
か
、
そ
れ
と
も
そ
れ
よ
り
前
と
す
る
か
で
、
原
発
の
安
全
性
（
あ
る
い
は
危
険
性
）

に
対
す
る
見
方
は
根
本
的
に
違
っ
て
く
る
。

す
で
に
書
い
た
よ
う
に
、
原
子
力
災
害
対
策
本
部
は
三
月
二
○
日
過
ぎ
あ
た
り
か
ら
福
島
第
一
原
発
の
「
運

転
パ
ラ
メ
ー
タ
」
を
首
相
官
邸
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
ア
ッ
プ
す
る
よ
う
に
な
っ
た
ｐ
私
は
、
そ
の
パ
ラ
メ
ー
タ

（
原
子
炉
水
位
、
原
子
炉
圧
力
、
格
納
容
器
圧
力
な
ど
）
を
「
エ
ク
セ
ル
」
に
入
力
し
、
い
ろ
い
ろ
な
グ
ラ
フ
を
つ
く

り
な
が
ら
、
な
ぜ
一
号
機
の
原
子
炉
水
位
が
急
速
に
降
下
し
た
か
を
あ
れ
こ
れ
考
え
た
。
そ
し
て
最
終
的
に
、

一
号
機
で
は
原
子
炉
系
配
管
が
長
時
間
の
激
し
い
揺
れ
に
耐
え
ら
れ
ず
に
破
損
し
、
原
発
事
故
の
中
で
も
っ
と

も
恐
れ
ら
れ
て
き
た
仮
想
事
故
ｌ
配
管
の
破
断
や
破
損
に
よ
る
冷
却
材
喪
失
事
故
（
Ｌ
Ｏ
Ｃ
Ａ
）
ｌ
が
起
き

た
可
能
性
が
高
い
と
推
断
し
た
。
そ
し
て
そ
れ
を
ま
ず
月
刊
誌
『
世
界
』
五
月
号
に
、
つ
い
で
『
科
学
』
五
月

号
に
書
い
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
原
稿
締
切
時
点
で
公
表
さ
れ
て
い
た
運
転
パ
ラ
メ
ー
タ
や
関
連
情
報
が
き
わ
め
て

限
定
的
だ
っ
た
か
ら
、
ど
ち
ら
に
お
い
て
も
科
学
的
に
十
分
説
得
力
を
も
っ
た
推
論
を
展
開
で
き
た
わ
け
で
は

な
か
っ
た
。
し
か
し
そ
の
推
論
の
重
要
な
柱
の
一
つ
で
あ
る
「
格
納
容
器
最
上
部
の
フ
ラ
ン
ジ
部
か
ら
の
蒸
気

漏
出
」
（
後
述
）
を
、
最
近
東
電
も
想
定
し
て
い
る
し
、
い
ま
で
は
誰
も
が
疑
わ
な
い
一
号
機
の
メ
ル
ト
ダ
ウ
ン

や
、
そ
れ
に
伴
う
制
御
棒
貫
通
孔
溶
接
部
分
の
破
損
な
ど
も
推
測
し
て
お
り
、
論
述
の
方
向
そ
の
も
の
に
大
き

廻

な
過
誤
は
な
か
っ
た
。
．

冷
却
材
喪
失
事
故
は
起
き
な
か
っ
た
か

あ
く
ま
で
福
島
第
一
原
発
事
故
は
こ
の
Ｓ
Ｂ
Ｏ
か
ら
は
じ
ま
っ
た
、
と
す
る
な
ら
、
そ
れ
は
「
す
べ
て
は
大

津
波
に
よ
る
」
と
い
う
表
明
で
あ
る
。
し
か
し
、
Ｓ
Ｂ
Ｏ
よ
り
前
に
何
か
重
大
な
こ
と
が
起
き
て
は
い
な
か
っ

た
か
と
い
う
考
え
方
も
、
当
然
あ
る
。
い
や
、
あ
る
と
い
う
よ
り
、
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

な
る
ほ
ど
、
東
電
が
五
月
一
六
日
に
公
表
し
た
一
連
の
デ
ー
タ
（
後
述
）
か
ら
は
、
地
震
発
生
直
後
に
原
発
は

正
常
に
緊
急
停
止
し
、
外
部
電
源
喪
失
直
後
に
は
非
常
用
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機
が
正
常
に
起
動
し
た
よ
う
に
読

み
取
れ
る
。
た
ぶ
ん
、
そ
れ
は
そ
う
な
の
だ
ろ
う
。
し
か
し
そ
う
だ
と
し
て
も
、
そ
れ
に
よ
っ
て
、
あ
の
長
時

間
の
激
し
い
揺
れ
（
Ⅱ
１
４
章
参
照
）
の
中
で
原
子
炉
系
配
管
の
一
つ
（
ま
た
は
い
く
つ
か
）
が
破
断
し
た
り
破
損
し

た
り
し
た
可
能
性
が
否
定
さ
れ
る
わ
け
で
は
な
い
。
二
つ
は
ま
っ
た
く
別
の
話
で
あ
る
。
福
島
第
一
原
発
事
故

し
か
し
そ
の
約
五
○
分
後
、
あ
の
〃
想
定
外
″
の
出
来
事
が
起
き
た
。
福
島
第
一
原
発
に
大
津
波
が
襲
来
し
、

哩

東
電
の
報
告
書
に
よ
れ
ば
、
非
常
用
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
設
備
ま
た
は
関
連
機
器
が
「
被
水
ま
た
は
水
没
」
に
よ

り
使
用
不
可
に
な
っ
た
。
か
く
し
て
二
日
午
後
三
時
三
七
分
に
一
号
機
が
、
同
三
八
分
に
は
三
号
機
が
、
そ

し
て
同
四
一
分
に
は
二
号
機
が
、
す
べ
て
の
交
流
電
源
の
使
用
不
可
を
意
味
す
る
「
全
交
流
電
源
喪
失
」
（
ス
テ

ー
シ
ョ
ン
プ
ラ
ッ
ク
ァ
ウ
ト
、
Ｓ
Ｂ
Ｏ
）
と
い
う
危
機
的
状
態
に
陥
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
。
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1原発で何が起きたのか
ｑ
‐
‐
二
▲
再

郵
・
一
堂

Ｇ
Ｊ
Ｆ
４

（
１
）
原
因
は
Ｌ
Ｏ
Ｃ
Ａ
か
、
Ｓ
Ｒ
Ｖ
開
閉
か

さ
て
、
図
２
は
地
震
発
生
後
の
「
原
子
炉
水
位
」
と
「
格
納
容
器
の
圧
力
」
の
変
化
で
あ
る
。
そ
の
う
ち
原

子
炉
水
位
に
関
し
て
ま
ず
目
に
付
く
の
は
、
地
震
発
生
後
約
六
・
七
時
間
（
正
確
に
は
三
月
二
日
午
後
九
時
三
○

分
）
で
の
水
位
の
低
さ
だ
。
Ｔ
Ａ
Ｆ
ま
で
四
五
セ
ン
チ
し
か
な
い
。
．
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
通
常
は
約
五
メ

ー
ト
ル
だ
か
ら
、
六
時
間
四
四
分
で
約
四
・
五
メ
ー
ト
ル
も
水
位
が
降
下
し
た
こ
と
に
な
る
。
な
ぜ
こ
れ
ほ
ど

速
く
水
位
が
降
下
し
た
の
か
？
考
え
ら
れ
る
こ
と
は
、
大
き
く
は
つ
ぎ
の
二
つ
で
あ
る
。

一
つ
は
、
長
く
激
し
い
地
震
動
に
よ
る
原
子
炉
系
配
管
破
損
に
よ
る
Ｌ
Ｏ
Ｃ
Ａ
が
起
き
た
と
い
う
こ
と
。
具

体
的
に
は
、
主
蒸
気
管
、
再
循
環
系
配
管
、
そ
し
て
後
述
す
る
非
常
用
復
水
系
配
管
な
ど
の
破
損
が
頭
に
浮
か

ぶ
が
、
特
定
す
る
こ
と
は
不
可
能
だ
。
ま
っ
た
く
別
の
配
管
か
も
し
れ
な
い
。

ま
た
Ｌ
Ｏ
Ｃ
Ａ
と
言
っ
て
も
、
は
じ
め
の
う
ち
、
そ
の
程
度
は
そ
れ
ほ
ど
大
き
く
は
な
か
っ
た
か
も
し
れ
な

い
。
し
か
し
七
・
○
メ
ガ
パ
ス
カ
ル
（
約
七
○
気
圧
）
と
い
う
高
圧
の
冷
却
材
が
破
損
部
か
ら
流
出
（
噴
出
）
し
つ
づ

け
る
う
ち
に
破
損
部
が
〃
な
め
ら
れ
て
″
次
第
に
大
き
く
口
を
開
け
、
そ
れ
に
伴
っ
て
流
出
量
も
増
え
る
と
い

う
の
は
、
火
力
発
電
や
化
学
プ
ラ
ン
ト
の
圧
力
配
管
の
破
損
で
も
よ
く
見
ら
れ
る
こ
と
。
つ
ま
り
、
は
じ
め
の

う
ち
は
小
規
模
Ｌ
Ｏ
Ｃ
Ａ
で
、
時
の
経
過
と
と
も
に
中
規
模
Ｌ
Ｏ
Ｃ
Ａ
へ
と
移
行
し
た
か
も
し
れ
な
い
。

芦一心-君〆

型

改
め
て
、
Ｌ
Ｏ
Ｃ
Ａ
仮
説
を
検
証
す
る

私
が
提
起
し
て
い
る
原
子
炉
系
配
管
破
損
に
よ
る
冷
却
材
喪
失
仮
説
に
と
っ
て
不
可
欠
と
も
言
う
べ
き
基
本

的
な
情
報
は
、
地
震
が
起
き
る
直
前
か
ら
地
震
発
生
後
五
、
六
時
間
ぐ
ら
い
ま
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の
さ
ま
ざ
ま
な
運
転
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メ

ー
タ
だ
が
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と
く
に
そ
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ら
は
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ま
も
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ん
ど
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表
さ
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て
い
な
い
（
そ
う
い
う
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タ
が
存
在
す
る
の
か
し
な

い
の
か
、
東
電
は
そ
の
点
を
明
確
に
説
明
し
て
い
な
い
）
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と
は
言
え
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関
連
す
る
情
報
に
関
し
て
大
き
な
前
進
が
あ
っ
た
。
福
島
第
一
原
発
事
故
発
生
か
ら
二
カ
月
以

上
過
ぎ
た
五
月
一
六
日
、
東
電
は
、
地
震
発
生
直
前
か
ら
大
津
波
襲
来
の
前
後
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た
り
ま
で
の
「
過
渡
現
象
デ

ー
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や
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内
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弁
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機
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績
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ど
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公
開
し
た
。
ま
た
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ら
と
合
わ
せ
て
第
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発
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～
三
号
機
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転
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の
〃
改
訂
版
″
を
公
開
し
た
。

そ
こ
で
、
公
開
さ
れ
た
そ
れ
ら
の
情
報
を
も
と
に
一
号
機
で
原
子
炉
系
配
管
の
破
断
ま
た
は
破
損
に
よ
る
Ｌ

Ｏ
Ｃ
Ａ
が
起
き
た
か
ど
う
か
を
検
証
し
直
し
て
み
た
。
な
お
、
私
が
こ
こ
で
言
う
「
破
断
」
は
配
管
が
完
全
に

断
ち
切
ら
れ
た
状
態
を
、
「
破
損
」
は
配
管
に
部
分
的
に
貫
通
亀
裂
や
開
口
部
が
生
じ
て
い
る
状
態
を
、
そ
れ

ぞ
れ
意
味
し
て
い
る
。
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も
し
Ｓ
Ｒ
Ｖ
が
自
動
的
に
作
動
し
て
い
た
な
ら
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
作
動
し
た
に
ち
が
い
な
い
。
ま
ず
緊
急
停

止
後
し
ば
ら
く
し
て
崩
壊
熱
に
よ
り
原
子
炉
圧
力
が
高
ま
り
、
や
が
て
七
・
五
メ
ガ
パ
ス
カ
ル
に
達
す
る
。
す

る
と
四
個
の
Ｓ
Ｒ
Ｖ
が
自
動
的
に
開
き
、
か
な
り
の
量
の
蒸
気
が
そ
の
先
の
太
い
配
管
に
吸
い
込
ま
れ
る
よ
う

に
し
て
圧
力
抑
制
室
の
水
中
ま
で
導
か
れ
る
。
そ
の
結
果
、
体
積
凝
縮
に
よ
っ
て
原
子
炉
圧
力
が
低
下
し
、
や

が
て
六
・
九
メ
ガ
パ
ス
カ
ル
に
な
り
、
四
個
の
Ｓ
Ｒ
Ｖ
が
閉
じ
る
。
し
か
し
Ｓ
Ｒ
Ｖ
が
閉
じ
る
と
ふ
た
た
び
崩

壊
熱
に
よ
り
原
子
炉
圧
力
が
高
ま
り
、
七
・
五
メ
ガ
パ
ス
カ
ル
ま
で
上
昇
し
、
Ｓ
Ｒ
Ｖ
が
開
き
、
大
量
の
蒸
気

が
圧
力
抑
制
室
の
水
の
中
ま
で
導
か
れ
…
…
と
、
同
じ
パ
ー
タ
ン
が
何
度
か
繰
り
返
さ
れ
る
。
そ
の
結
果
、
最

核
分
裂
生
成
物
に
よ
る
「
崩
壊
熱
」
に
よ
っ
て
原
子
炉
圧
力
容
器
の
中
で
は
蒸
気
の
発
生
が
継
続
す
る
。
し
か

し
緊
急
停
止
後
す
ぐ
に
主
蒸
気
隔
離
弁
が
作
動
し
、
タ
ー
ビ
ン
へ
向
か
う
蒸
気
ラ
イ
ン
を
閉
じ
て
し
ま
う
。
そ

の
結
果
、
行
き
場
を
失
っ
た
蒸
気
の
た
め
に
原
子
炉
圧
力
が
上
昇
し
て
い
く
。
し
た
が
っ
て
そ
の
ま
ま
放
置
す

る
と
、
原
子
炉
圧
力
容
器
そ
の
も
の
が
大
破
壊
を
起
こ
す
危
険
性
が
出
て
く
る
。
そ
の
危
険
性
を
回
避
す
る
た

め
に
、
Ｓ
Ｒ
Ｖ
が
あ
る
。
Ｓ
Ｒ
Ｖ
は
四
本
の
主
蒸
気
管
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
い
る
。
一
号
機
の
場
合
、
公
的
資

料
を
調
べ
る
と
Ｓ
Ｒ
Ｖ
は
原
子
炉
圧
力
が
約
七
・
五
メ
ガ
パ
ス
カ
ル
（
約
七
五
気
圧
）
に
達
す
る
と
自
動
的
に
開
き
、

あ
る
値
（
筆
者
の
推
定
で
は
約
六
・
九
メ
ガ
パ
ス
カ
ル
Ⅱ
約
六
九
気
圧
）
ま
で
下
が
る
と
自
動
的
に
閉
じ
る
よ
う
に
な
っ

て
い
る
。
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二
つ
目
は
、
地
震
発
生
直
後
か
ら
約
六
時
間

の
間
、
「
主
蒸
気
逃
し
安
全
弁
」
（
以
下
、
Ｓ
Ｒ

Ｖ
）
が
〃
自
動
的
に
″
、
そ
し
て
も
し
か
す
る
と

頻
繁
に
、
開
閉
動
作
を
し
た
か
も
し
れ
な
い
と

い
う
こ
と
（
付
け
加
え
れ
ば
、
原
子
炉
水
位
が
か
な

り
低
い
状
態
で
は
「
自
動
減
圧
」
装
腫
と
し
て
Ｓ
Ｒ

Ｖ
が
作
動
し
た
可
能
性
も
あ
る
）
。

地
震
発
生
直
後
の
緊
急
停
止
で
核
分
裂
反
応

が
停
止
し
て
も
、
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
よ
う
に

い
ず
れ
に
し
て
も
、
原
子
炉
系
配
管
の
破
損

に
よ
っ
て
、
図
２
中
の
大
き
い
矢
印
の
よ
う
な

原
子
炉
水
位
の
急
速
な
降
下
が
起
き
た
か
も
し

れ
な
い
と
考
え
る
こ
と
に
、
大
き
な
妨
げ
は
な

い
だ
ろ
う
。
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も

ｒ
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１
１
１
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１
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（
２
）
一
号
機
原
子
炉
圧
力
が
上
昇
し
た
形
跡
が
な
い

こ
こ
に
掲
げ
た
表
は
、
一
号
機
に
何
が
起
き
た
か
を
推
測
す
る
上
で
重
要
と
思
わ
れ
る
イ
ベ
ン
ト
を
、
東
電

公
開
デ
ー
タ
か
ら
私
が
主
観
的
に
選
ん
で
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
表
の
イ
ベ
ン
ト
６
，
７
、
廻
、
週
、

巧
、
刀
は
、
一
号
機
に
だ
け
備
え
ら
れ
て
い
る
「
非
常
用
復
水
器
」
房
ｏ
震
。
口
唇
員
の
易
の
獄
以
下
、
Ｉ
Ｃ
）
と
呼

ば
れ
る
、
か
な
り
原
始
的
な
「
崩
壊
熱
除
去
」
装
置
の
動
作
あ
る
い
は
操
作
状
況
だ
。
そ
し
て
図
３
は
そ
の
Ｉ

Ｃ
に
よ
る
崩
壊
熱
除
去
の
仕
組
み
を
説
明
し
た
も
の
で
あ
る
。

Ｉ
Ｃ
に
は
Ａ
、
Ｂ
二
系
列
あ
る
。
ど
ち
ら
の
系
に
も
合
計
四
個
の
弁
（
１
Ａ
～
４
Ａ
、
１
Ｂ
～
４
Ｂ
）
が
あ
っ
て
、

そ
の
う
ち
３
Ａ
と
３
Ｂ
を
除
く
す
べ
て
の
弁
が
「
常
時
」
開
い
て
い
る
。
そ
し
て
今
回
の
よ
う
に
原
発
が
緊
急

終
的
に
大
量
の
冷
却
水
が
原
子
炉
か
ら
圧
力
抑
制
室
に
〃
流
出
診
し
、
そ
の
ぷ
ん
原
子
炉
水
位
は
降
下
す
る
。

も
し
地
震
発
生
直
後
あ
た
り
か
ら
約
六
時
間
半
の
間
に
、
こ
の
よ
う
な
Ｓ
Ｒ
Ｖ
自
動
開
閉
動
作
が
何
度
か
繰

り
返
さ
れ
た
の
で
あ
れ
ば
、
六
時
間
半
後
、
原
子
炉
水
位
が
Ｔ
Ａ
Ｆ
の
上
四
五
セ
ン
チ
ま
で
降
下
し
て
い
て
も

不
思
議
で
は
な
い
。
し
か
し
、
東
電
が
五
月
一
六
日
に
公
開
し
た
過
渡
現
象
記
録
を
は
じ
め
と
す
る
一
連
の
デ

ー
タ
は
、
こ
の
よ
う
な
Ｓ
Ｒ
Ｖ
自
動
開
閉
動
作
が
今
起
き
な
か
っ
た
″
こ
と
を
強
く
示
唆
し
て
い
る
。
つ
ぎ
に

そ
れ
に
つ
い
て
述
べ
る
。

"午，I
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Ｆ
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ヨ
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ト
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宮
ニ
ク
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‐
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マ
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Ｆ
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、
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ご
‐
■
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‐
・
凸
』
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｝
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‐
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．
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“
冒
戸
二
三
ヶ
》

．
ご
設
令
，
一
歩
・
“
・
・
一
身
一一

脾
ク
ニ
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ワ
ー
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‐
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今
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殿
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Ｆ
穀
学
ト
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鍛職1織篭錘溌蝿 1原発で何力起きたのか

核
反
応
の
緊
急
停
止
直
後
で
崩
壊
熱
が
も
っ
と
も
大
き
く
、
そ
れ
に
よ
る
原
子
炉
圧
力
の
急
激
な
上
昇
が
も

っ
と
も
心
配
さ
れ
る
時
間
帯
に
、
運
転
員
が
Ｉ
Ｃ
を
二
系
列
と
も
手
動
で
停
止
し
て
し
ま
う
ｌ
ｌ
こ
の
事
実
は

何
を
意
味
す
る
だ
ろ
う
か
。
な
ぜ
止
め
た
の
か
に
つ
い
て
、
東
電
は
、
Ｉ
Ｃ
の
冷
却
効
果
が
大
き
か
っ
た
の
で

運
転
員
は
「
一
時
間
に
つ
き
五
五
度
以
上
の
温
度
変
化
を
起
こ
し
て
は
な
ら
な
ど
と
い
う
運
転
規
則
に
し
た

が
っ
て
停
止
さ
せ
た
、
な
ど
と
い
ろ
い
ろ
な
場
で
説
明
し
て
い
る
が
、
も
っ
と
も
ら
し
い
出
鱈
目
の
説
明
と
言

わ
ざ
る
を
得
な
い
。
一
時
間
に
五
五
度
（
セ
氏
）
と
い
う
温
度
変
化
率
は
、
一
○
○
年
以
上
前
か
ら
今
日
ま
で
世

界
中
の
ボ
イ
ラ
ー
で
使
わ
れ
、
原
発
の
通
常
運
転
時
や
通
常
の
起
動
停
止
時
に
も
使
わ
れ
て
い
る
、
機
器
の
熱

疲
労
防
止
の
た
め
の
経
験
則
で
あ
る
カ
氏
一
○
○
度
／
時
を
、
日
本
用
に
セ
氏
に
変
換
し
た
も
の
で
し
か
な
い
。

し
た
が
っ
て
、
外
部
電
源
喪
失
と
い
う
「
緊
急
事
態
」
に
従
う
べ
き
運
転
規
則
な
ど
で
は
な
い
。
も
し
緊
急
時

に
も
そ
ん
な
悠
長
な
規
則
を
護
ら
ね
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
ら
、
Ｅ
Ｃ
Ｃ
Ｓ
（
緊
急
炉
心
冷
却
装
運

も
作
動
さ
せ
ら
れ
な
く
な
る
。

で
は
な
ぜ
止
め
た
の
か
。
圧
力
の
高
ま
り
が
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
の
で
Ｉ
Ｃ
を
〃
い
ま
″
作
動
さ
せ
る
必
要

は
な
い
と
判
断
し
、
停
止
さ
せ
た
と
考
え
る
の
が
自
然
だ
ろ
う
。
Ｉ
Ｃ
を
長
時
間
作
動
さ
せ
る
と
復
水
器
の
水

温
が
上
が
り
、
や
が
て
冷
却
機
能
が
失
わ
れ
る
。
Ｉ
Ｃ
は
八
時
間
以
上
作
動
し
な
い
こ
と
を
熟
知
し
て
い
る
運

転
員
が
、
〃
そ
の
後
今
に
起
こ
る
か
も
し
れ
な
い
非
常
事
態
に
備
え
て
と
り
あ
え
ず
Ｉ
Ｃ
を
止
め
た
と
考
え
る
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非常用復水器系統図図3
〆
月
０
上

停
止
し
、
崩
壊
熱
で
原
子
炉
圧
力
が
上
が
り
は
じ
め
る
と
、

そ
れ
を
感
知
し
て
弁
３
Ａ
、
３
Ｂ
が
自
動
的
に
開
き
、
水
と

蒸
気
の
自
然
循
環
が
は
じ
ま
る
。
原
子
炉
圧
力
容
器
か
ら
出

た
蒸
気
は
Ｉ
Ｃ
の
タ
ン
ク
に
向
か
い
、
そ
こ
で
冷
却
さ
れ
て

水
に
な
っ
て
体
積
凝
縮
し
、
原
子
炉
圧
力
が
下
が
る
。
つ
ぎ

に
そ
の
水
は
、
原
子
炉
圧
力
容
器
の
下
部
の
再
循
環
系
配
管

を
経
由
し
て
原
子
炉
圧
力
容
器
に
戻
る
。
こ
の
よ
う
に
、
Ｉ

Ｃ
が
起
動
す
る
と
崩
壊
熱
で
高
ま
っ
た
原
子
炉
圧
力
が
減
じ

ら
れ
る
だ
け
で
な
く
、
温
度
の
低
い
水
が
原
子
炉
に
戻
っ
て

く
る
の
で
、
冷
却
材
の
温
度
も
下
が
る
。

さ
て
、
表
を
見
る
と
、
地
震
発
生
か
ら
六
分
後
に
Ａ
、
Ｂ

二
系
列
の
Ｉ
Ｃ
が
自
動
起
動
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
（
イ

ベ
ン
ト
６
）
。
と
こ
ろ
が
そ
の
．
三
分
後
、
な
ぜ
か
運
転
員
は

手
動
で
３
Ａ
、
３
Ｂ
の
弁
を
閉
じ
（
イ
ベ
ン
ト
７
）
、
Ｉ
Ｃ
を

二
系
列
と
も
停
止
し
た
。
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l原発で何力抱きたのか

（
３
）
ｉ
Ｃ
の
再
起
動
が
原
子
炉
圧
力
を
急
激
に
降
下
さ
せ
た
？

原
子
炉
圧
力
と
格
納
容
器
（
ド
ラ
ィ
ウ
ェ
ル
）
の
圧
力
の
変
化
を
図
４
に
示
す
。
地
震
発
生
後
五
時
間
を
少
し

過
ぎ
た
時
点
の
原
子
炉
圧
力
六
・
九
メ
ガ
パ
ス
カ
ル
（
約
六
九
気
圧
）
と
、
地
震
発
生
後
一
二
時
間
の
原
子
炉
圧
力

○
・
八
メ
ガ
パ
ス
カ
ル
（
約
八
気
圧
）
の
落
差
が
目
立
つ
。
比
較
的
短
い
時
間
の
う
ち
に
な
ぜ
こ
の
よ
う
な
圧
力
降

下
が
生
じ
た
の
か
。
お
そ
ら
く
そ
れ
は
Ｉ
Ｃ
の
操
作
と
深
く
関
係
し
て
い
よ
う
。

運
転
員
は
午
後
九
時
三
○
分
（
地
震
発
生
後
約
六
・
七
時
間
）
、
三
時
間
以
上
停
止
し
て
い
た
Ｉ
Ｃ
を
再
起
動
し

た
（
イ
ベ
ン
ト
巧
）
。
い
っ
こ
う
に
下
が
ら
な
い
圧
力
を
気
に
し
た
の
か
。
そ
れ
と
も
圧
力
が
少
し
ず
つ
上
向
き

露

に
な
り
は
じ
め
た
の
か
。
し
か
し
こ
の
頃
に
は
す
で
に
水
位
が
Ｔ
Ａ
Ｆ
の
す
ぐ
近
く
ま
で
下
が
っ
て
い
た
か
ら

と
に
な
る
が
、
い
ま
や
そ
の
答
え
は
自
明
に
思
え
る
。
地
震
直
後
に
原
子
炉
系
配
管
の
う
ち
の
い
ず
れ
か
一
本

（
ま
た
は
複
数
本
）
が
破
損
し
、
そ
こ
か
ら
圧
力
が
抜
け
て
い
た
と
い
う
こ
と
だ
ろ
う
。
大
口
径
の
配
管
が
破
断

し
た
の
で
あ
れ
ば
（
つ
ま
り
、
大
規
模
の
Ｌ
Ｏ
Ｃ
Ａ
で
あ
れ
ば
）
原
子
炉
圧
力
は
急
激
に
下
が
る
が
、
中
規
模
あ
る

い
は
小
規
模
の
Ｌ
Ｏ
Ｃ
Ａ
な
ら
、
崩
壊
熱
に
よ
る
圧
力
上
昇
分
が
あ
る
の
で
、
た
だ
ち
に
目
に
見
え
る
ほ
ど
原

子
炉
圧
力
が
低
下
す
る
こ
と
は
な
い
だ
ろ
う
。
た
だ
し
、
す
で
に
書
い
た
よ
う
に
、
は
じ
め
は
小
Ｌ
Ｏ
Ｃ
Ａ
で

も
、
徐
々
に
破
損
部
位
が
拡
大
し
て
、
圧
力
と
水
位
の
低
下
が
顕
著
に
な
っ
て
く
る
可
能
性
ば
あ
る
。

の
が
妥
当
だ
。

そ
の
後
、
運
転
員
は
午
後
六
時
一
○
分
に
Ｉ
Ｃ
を
再
起
動
す
る
が
（
イ
ベ
ン
ト
里
、
起
動
し
て
わ
ず
か
一
五

分
後
に
ふ
た
た
び
Ｉ
Ｃ
を
停
止
し
（
イ
ベ
ン
ト
翌
、
午
後
九
時
三
○
分
ま
で
、
一
度
も
起
動
さ
せ
て
い
な
い
。

結
局
、
地
震
発
生
の
午
後
二
時
四
六
分
か
ら
午
後
九
時
三
○
分
ま
で
の
六
時
間
四
四
分
で
、
Ｉ
Ｃ
が
動
作
し
た

時
間
の
合
計
は
わ
ず
か
二
六
分
だ
。
そ
れ
だ
け
で
は
な
い
。
Ｂ
系
列
の
Ｉ
Ｃ
は
地
震
直
後
に
自
動
起
動
し
た
も

の
の
、
二
分
後
に
停
止
さ
れ
、
そ
の
後
は
ま
っ
た
く
動
い
て
い
な
い
。

こ
う
し
た
こ
と
は
、
地
震
発
生
か
ら
午
後
九
時
三
○
分
ま
で
、
Ｉ
Ｃ
を
作
動
さ
せ
ね
ば
な
ら
な
い
よ
う
な
原

子
炉
圧
力
の
大
き
な
高
ま
り
（
上
昇
）
は
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
こ
と
を
意
味
す
る
だ
ろ
う
。
そ
し
て
も
し
そ
う
で

あ
る
な
ら
、
七
五
気
圧
で
自
動
的
に
作
動
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
Ｓ
Ｒ
Ｖ
が
繰
り
返
し
作
動
す
る
よ
う
な
こ

と
は
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
だ
ろ
う
。

「
い
や
、
Ｓ
Ｒ
Ｖ
を
運
転
員
が
手
動
で
操
作
し
て
は
い
な
い
か
？
」
と
問
わ
れ
る
読
者
の
た
め
に
付
言
し
て

お
け
ば
、
東
電
の
公
表
資
料
「
各
種
操
作
実
績
取
り
纏
め
」
に
は
、
一
号
機
の
Ｓ
Ｒ
Ｖ
を
手
動
で
操
作
し
た
実

績
は
「
な
し
」
と
明
記
さ
れ
て
い
る
。

で
は
、
な
ぜ
大
量
の
崩
壊
熱
が
発
生
し
て
い
な
が
ら
圧
力
が
そ
れ
ほ
ど
上
が
ら
な
か
っ
た
の
か
、
と
い
う
こ
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図4原子炉圧力と格納容器(ドライウェル)圧力

1原発で何が起きたのか

（
４
）
格
納
容
器
上
部
フ
ラ
ン
ジ
か
ら
の
ガ
ス
の
漏
出

そ
の
変
化
し
な
か
っ
た
原
子
炉
水
位
が
、
一
六
時
間
後
頃
か
ら
ふ
た
た
び
急
速
に
降
下
し
は
じ
め
る
。
原
因

は
何
だ
ろ
う
か
。
私
が
注
目
す
る
の
は
格
納
容
器
の
圧
力
だ
。
前
述
の
よ
う
に
、
格
納
容
器
圧
力
は
一
二
時
間

後
あ
た
り
で
○
・
七
四
メ
ガ
パ
ス
カ
ル
（
約
七
・
四
気
圧
）
ま
で
上
昇
し
て
き
て
い
る
。
設
計
圧
力
（
約
四
気
圧
）
を
大

き
く
超
え
る
異
常
な
圧
力
だ
。
そ
し
て
そ
の
た
め
に
、
格
納
容
器
上
部
に
あ
る
巨
大
な
上
蓋
（
前
掲
の
写
真
と
そ

の
説
明
文
を
参
照
）
と
格
納
容
器
本
体
と
を
多
数
の
ボ
ル
ト
で
結
合
し
て
い
る
フ
ラ
ン
ジ
が
高
い
圧
力
に
耐
え
ら

れ
ず
に
微
少
だ
が
変
形
し
、
そ
の
た
め
フ
ラ
ン
ジ
部
に
隙
間
が
生
じ
、
そ
こ
か
ら
格
納
容
器
内
の
ガ
ス
が
漏
れ

は
じ
め
た
と
思
わ
れ
る
。
図
４
に
お
い
て
、
一
二
時
間
後
あ
た
り
か
ら
一
五
時
間
後
に
か
け
て
格
納
容
器
圧
力

が
突
然
低
下
傾
向
に
入
っ
て
い
る
の
は
、
そ
の
た
め
だ
ろ
う
。

こ
う
し
て
、
原
子
炉
圧
力
と
格
納
容
器
の
圧
力
バ
ラ
ン
ス
が
崩
れ
る
。
そ
し
て
そ
の
た
め
に
、
ふ
た
た
び
原
弱

（
約
七
・
四
気
圧
）
ま
で
上
昇
し
て
い
る
こ
と
だ
。
言
い
換
え
る
と
、
こ
の
頃
に
原
子
炉
圧
力
と
格
納
容
器
圧
力
が

ほ
ぼ
等
し
く
な
り
は
じ
め
て
い
る
。
両
者
の
圧
力
が
バ
ラ
ン
ス
す
る
と
、
原
子
炉
系
配
管
の
破
損
部
か
ら
の
冷

却
材
漏
出
は
ほ
と
ん
ど
止
ま
る
に
ち
が
い
な
い
。
実
際
、
図
２
に
あ
る
よ
う
に
、
こ
の
あ
た
り
か
ら
原
子
炉
水

位
は
約
五
時
間
、
ほ
と
ん
ど
変
化
し
て
い
な
い
。
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吟ｲ雄卿

（
図
２
）
、
原
子
炉
圧
力
容
器
の
上
半
分
以
上
が
高
塑

温
高
圧
の
蒸
気
で
満
た
さ
れ
て
い
た
。
そ
の
よ
う

な
状
態
で
Ｉ
Ｃ
を
起
動
し
は
じ
め
た
か
ら
、
圧
力

が
効
果
的
に
除
去
さ
れ
は
じ
め
た
。
デ
ィ
ー
ゼ
ル

駆
動
の
消
火
用
ポ
ン
プ
Ｇ
Ｂ
蜀
邑
の
不
具
合
に

よ
り
Ｉ
Ｃ
が
停
止
し
た
の
は
一
二
日
未
明
の
午
前

一
時
四
八
分
（
イ
．
ベ
ン
ト
Ⅳ
）
。
Ｉ
Ｃ
は
連
続
四
時

間
以
上
動
作
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
ｂ
記
録
が
欠

如
し
て
い
る
の
で
原
子
炉
圧
力
が
正
確
に
は
い
つ
１

○
・
八
メ
ガ
パ
ス
カ
ル
（
約
八
気
圧
）
ま
で
降
下
し
た

か
は
不
明
だ
が
、
図
４
か
ら
、
そ
れ
は
地
震
発
生

後
一
二
時
間
以
前
だ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

さ
て
、
図
４
に
は
も
う
一
つ
注
目
す
べ
き
こ
と

が
あ
る
。
そ
れ
は
同
じ
頃
（
地
溌
発
生
後
約
一
二
時

間
）
格
納
容
器
の
圧
力
が
○
・
七
四
メ
ガ
パ
ス
カ
ル

《
０
頂
ｐ
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l原発で何が起きたのか
β
Ｉ
Ｇ
Ｇ
ｆ
Ｉ
〃
Ｉ

列
合
わ
せ
て
毎
秒
四
○
○
リ
ッ
ト
ル
と
い
う
猛
烈
な
量
の
水
が
格
納
容
器
内
に
噴
霧
さ
れ
つ
づ
け
て
い
る
（
記

録
が
な
い
の
で
、
い
つ
ま
で
噴
霧
さ
れ
つ
づ
け
た
か
は
不
明
で
あ
る
）
。

こ
れ
に
関
し
て
東
電
は
、
「
東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
発
生
当
時
の
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
運
転
記
録
及

び
事
故
記
録
の
分
析
と
影
響
評
価
に
つ
い
て
」
と
い
う
文
書
（
五
月
二
三
日
公
表
）
の
中
で
、
格
納
容
器
ス
プ
レ

ィ
は
「
圧
力
抑
制
室
プ
ー
ル
水
の
冷
却
を
行
う
た
め
に
起
動
し
た
も
の
と
推
定
さ
れ
る
」
と
、
自
動
起
動
で
は

な
く
運
転
員
が
意
図
的
に
手
動
で
起
動
し
た
か
の
よ
う
な
説
明
を
し
て
い
る
。
し
か
し
運
転
記
録
を
よ
く
調
べ

て
み
る
と
、
そ
の
と
き
の
圧
力
抑
制
室
の
水
の
温
度
は
二
○
度
だ
。
二
○
度
の
水
を
冷
却
す
る
と
は
い
っ
た
い

ど
う
い
う
こ
と
か
？
東
電
の
説
明
は
意
味
不
明
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
地
震
直
後
か
ら
一
号
機
の
格
納
容
器
の
温
度
と
圧
力
が
突
然
上
昇
し
は
じ
め
て
い
る
が
、
こ
の
事

実
を
東
電
は
、
外
部
電
源
喪
失
に
よ
る
「
格
納
容
器
空
調
停
止
に
伴
う
温
度
上
昇
」
と
説
明
す
る
。
た
と
え
、

は
じ
め
の
一
七
分
間
は
そ
う
だ
と
し
て
も
、
そ
の
後
、
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
が
二
基
起
動
し
、
大
量
の
水
を
格

納
容
器
内
に
ば
ら
ま
い
て
い
た
の
だ
か
ら
、
空
調
停
止
で
温
度
が
上
昇
し
た
と
い
う
東
電
の
説
明
は
と
て
も
受

け
入
れ
ら
れ
る
も
の
で
は
な
い
。
大
量
の
水
を
噴
霧
し
て
も
な
お
、
格
納
容
器
の
温
度
が
上
昇
し
て
い
く
理
由

を
別
に
探
す
必
要
が
あ
る
。

”

問
題
を
元
に
戻
し
て
、
な
ぜ
格
納
容
器
の
圧
力
は
七
・
四
気
圧
ま
で
上
昇
し
た
の
か
。
格
納
容
器
に
つ
い
て

／

（
５
）
な
ぜ
格
納
容
器
の
圧
力
が
異
常
上
昇
し
た
か

す
で
に
何
度
も
書
い
た
よ
う
に
、
福
島
第
一
原
発
一
～
五
号
機
で
使
わ
れ
て
い
る
Ｍ
ａ
ｒ
ｋ
ｌ
型
格
納
容
器

の
設
計
圧
力
は
約
四
気
圧
で
あ
る
。
こ
の
設
計
圧
力
は
、
最
大
口
径
の
原
子
炉
系
配
管
が
完
全
破
断
し
た
場
合

を
想
定
し
、
そ
れ
を
も
と
に
設
定
さ
れ
て
い
る
。
で
は
、
そ
の
設
計
圧
力
を
大
幅
に
超
え
、
最
大
七
・
四
気
圧

ま
で
上
昇
し
て
し
ま
っ
た
の
は
な
ぜ
か
？

そ
も
そ
も
格
納
容
器
の
圧
力
が
上
昇
し
た
原
因
が
何
か
と
言
え
ば
、
「
時
間
的
に
長
く
激
し
い
地
麓
動
に
よ

る
原
子
炉
系
配
管
の
破
損
に
よ
る
冷
却
材
喪
失
事
故
」
に
あ
っ
た
と
私
は
考
え
て
い
る
。
実
際
、
そ
の
傍
証
と

も
言
え
る
事
実
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
前
出
の
表
に
記
し
た
イ
ベ
ン
ト
８
と
９
の
「
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
系
起

動
」
で
あ
る
。
ど
ち
ら
も
「
地
震
発
生
後
、
半
時
間
以
内
」
、
つ
ま
り
、
津
波
襲
来
以
前
の
こ
と
だ
が
、
こ
の

格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
系
こ
そ
、
「
冷
却
材
喪
失
事
故
」
が
発
生
し
た
と
き
に
格
納
容
器
の
温
度
と
圧
力
を
減
じ

る
た
め
に
自
動
的
に
起
動
す
る
設
備
な
の
だ
Ｉ

地
震
発
生
か
ら
約
一
八
分
後
に
、
Ａ
、
Ｂ
二
系
列
あ
る
「
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
」
の
う
ち
ま
ず
Ｂ
系
列
が
、

つ
い
で
そ
の
七
分
後
に
Ａ
系
列
が
、
そ
れ
ぞ
れ
起
動
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
し
て
以
後
、
Ａ
、
Ｂ
両
系

子
炉
系
配
管
の
破
損
部
か
ら
冷
却
材
が
漏
出
し
は
じ
め
た
と
推
測
さ
れ
る
。
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1原発で何が起きたのか

で
は
な
い
か
、
と
述
べ
て
い
る
（
渡
辺
氏
の
見
解
の
詳
細
は
、
二
○
二
年
六
月
一
○
日
の
原
子
力
資
料
情
報
室
配
信
の

房
吋
８
日
で
知
る
こ
と
が
で
き
る
）
。

も
と
も
と
、
福
島
第
一
原
発
の
一
～
五
号
機
で
使
用
さ
れ
て
い
る
よ
う
な
Ｍ
ａ
ｒ
ｋ
ｌ
型
格
納
容
器
の
圧
力

抑
制
機
構
は
、
冷
却
材
喪
失
時
に
猛
烈
な
勢
い
で
ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
か
ら
流
れ
込
ん
で
く
る
窒
素
（
す
で
に
述
べ
た

が
格
納
容
器
の
中
に
は
常
時
窒
素
が
封
入
さ
れ
て
い
る
）
と
蒸
気
の
動
的
な
荷
重
に
耐
え
ら
れ
る
の
か
、
地
震
時
の

ス
ロ
ッ
シ
ン
グ
に
は
ど
う
か
、
と
い
っ
た
「
未
解
決
問
題
」
を
抱
え
て
い
た
。
一
九
八
○
年
、
米
原
子
力
規
制

委
員
会
（
Ｎ
Ｒ
Ｃ
）
は
こ
の
未
解
決
問
題
に
対
す
る
安
全
評
価
報
告
書
を
ま
と
め
た
（
昌
男
目
９
，
塁
爵
鼻
Ｈ
Ｏ
Ｃ
早

菖
目
の
具
固
目
飼
弓
目
冒
卑
。
胃
目
〕
）
。
そ
し
て
こ
う
し
た
米
国
の
動
き
を
受
け
、
日
本
の
原
子
力
安
全
委
員
会
も

遅
ま
き
な
が
ら
一
九
八
七
年
二
月
に
「
Ｂ
Ｗ
Ｒ
・
Ｍ
ａ
ｒ
ｋ
Ｉ
型
格
納
容
器
圧
力
抑
制
系
に
加
わ
る
動
荷

重
の
評
価
指
針
」
な
る
原
子
力
安
全
委
員
会
決
定
を
出
し
た
。
東
電
は
こ
の
指
針
を
、
六
○
年
代
半
ば
か
ら
七

○
年
代
前
半
に
か
け
て
設
計
さ
れ
た
福
島
第
一
原
発
の
古
い
格
納
容
器
に
具
体
的
に
ど
う
反
映
し
た
の
か
、
と

く
に
地
鍵
時
に
対
し
て
ど
う
評
価
し
て
い
た
か
、
こ
の
こ
と
が
徹
底
的
に
調
査
さ
れ
る
必
要
が
あ
る
。

東
電
は
、
「
格
納
容
器
の
圧
力
が
異
常
に
高
く
な
っ
た
の
は
、
圧
力
抑
制
室
の
水
を
海
水
で
冷
却
す
る
シ
ス

テ
ム
が
津
波
で
使
え
な
く
な
り
、
水
温
が
上
昇
し
た
か
ら
」
な
ど
と
記
者
会
見
な
ど
で
説
明
し
て
い
る
よ
う
だ

四

が
、
ナ
ン
セ
ン
ス
で
あ
る
。
原
子
炉
か
ら
圧
力
抑
制
室
に
回
っ
た
冷
却
材
の
総
量
は
せ
い
ぜ
い
数
十
ト
ン
、
そ

の
説
明
の
と
こ
ろ
で
す
で
に
詳
し
く
述
べ
た
よ
う
に
、
冷
却
材
喪
失
事
故
が
起
き
た
場
合
、
噴
出
し
た
冷
却
材

は
蒸
気
と
な
っ
て
圧
力
抑
制
室
内
の
水
（
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
プ
ー
ル
）
の
中
に
入
り
、
そ
の
た
め
格
納
容
器
の
圧
泌

力
の
上
昇
が
抑
制
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
も
し
蒸
気
が
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
プ
ー
ル
ま
で
う

ま
く
導
か
れ
な
か
っ
た
ら
ど
う
な
る
か
。
蒸
気
が
水
に
な
ら
な
い
か
ら
、
体
積
凝
縮
が
起
こ
ら
ず
、
そ
の
た
め

格
納
容
器
の
圧
力
が
ど
ん
ど
ん
上
昇
し
て
い
く
だ
ろ
う
。

長
く
激
し
い
地
震
動
に
よ
り
、
圧
力
抑
制
室
の
中
に
あ
る
リ
ン
グ
ヘ
ッ
ダ
ー
（
以
後
図
１
参
照
）
や
リ
ン
グ
ヘ

ッ
ダ
ー
と
ベ
ン
ト
管
と
の
接
合
部
な
ど
が
破
損
し
、
そ
の
結
果
、
抑
制
機
構
が
ほ
と
ん
ど
機
能
し
な
く
な
っ
た

の
か
も
し
れ
な
い
。

別
の
重
要
な
指
摘
も
あ
る
。
元
東
芝
の
格
納
容
器
設
計
技
術
者
で
、
福
島
第
一
原
発
の
三
号
機
、
五
号
機
、

お
な
が
わ

東
北
電
力
・
女
川
一
号
機
、
中
部
電
力
・
浜
岡
一
～
三
号
機
な
ど
の
格
納
容
器
の
設
計
に
関
わ
っ
た
渡
辺
敦
雄

氏
（
現
・
沼
津
商
専
特
任
教
授
）
は
、
余
震
の
際
に
、
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
プ
ー
ル
（
水
）
が
激
し
く
揺
れ
動
き
（
ス
ロ

ッ
シ
ン
グ
現
象
）
、
そ
の
た
め
、
ド
ラ
ィ
ウ
ェ
ル
か
ら
ベ
ン
ト
管
を
通
り
抜
け
圧
力
抑
制
室
に
入
っ
て
き
た
大

量
の
蒸
気
を
水
の
中
ま
で
誘
導
す
る
た
め
の
ダ
ウ
ン
カ
マ
ー
の
先
端
が
水
面
か
ら
上
に
出
て
し
ま
い
、
そ
こ
か

ら
蒸
気
が
圧
力
抑
制
室
上
部
に
噴
出
し
て
滞
留
し
、
そ
の
結
果
、
格
納
容
器
の
圧
力
が
異
常
に
高
く
な
っ
た

の
で
は
な
い
か
と
み
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
指
摘
す
る
渡
辺
氏
も
ま
た
、
一
号
機
で
は
配
管
破
断
が
起
き
た
の
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と
し
て
、
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一
一

本
章
で
は
、
東
電
が
公
表
し
た
最
新
の
文
書
や
デ
ー
タ
に
も
と
づ
き
、
東
電
・
福
島
第
一
原
発
一
号
機
が
、

津
波
に
よ
っ
て
で
は
な
く
地
震
動
に
よ
っ
て
原
子
炉
系
配
管
が
破
損
し
、
冷
却
材
喪
失
事
故
を
起
こ
し
た
可
能

性
に
つ
い
て
論
じ
た
。
ま
た
一
号
機
の
格
納
容
器
の
圧
力
が
設
計
圧
力
を
大
幅
に
超
え
て
異
常
に
上
昇
し
た
現

象
、
な
ら
び
に
二
号
機
の
水
素
爆
発
が
圧
力
抑
制
室
の
外
で
起
き
た
こ
と
に
つ
い
て
も
ざ
っ
と
検
討
し
た
。
結

紙
幅
の
関
係
で
詳
し
く
は
書
け
な
い
が
、
三
号
機
の
水
素
爆
発
も
曇
基
本
的
に
は
同
じ
よ
う
に
し
て
起
き
た

の
だ
ろ
う
。
と
こ
ろ
が
、
二
号
機
は
圧
力
抑
制
室
の
「
外
」
で
水
素
爆
発
が
起
き
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
で

は
、
な
ぜ
「
外
」
で
の
爆
発
な
の
か
。
二
号
機
の
場
合
、
た
ぶ
ん
主
蒸
気
逃
し
安
全
弁
経
由
で
水
素
が
圧
力
抑

制
室
に
回
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
と
こ
ろ
が
、
た
と
え
ば
圧
力
抑
制
室
と
ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
と
の
結
合
部
の
べ
ロ
ー

ズ
が
、
あ
る
い
は
ト
ー
ラ
ス
の
現
地
溶
接
部
が
、
地
麓
発
生
直
後
に
、
長
く
て
激
し
い
地
震
動
で
破
損
し
て
い

た
た
め
、
そ
こ
か
ら
水
素
が
外
に
漏
出
し
、
爆
発
し
た
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。

最
後
に
、
水
素
爆
発
に
つ
い
て
も
簡
単
に
触
れ
て
お
き
た
い
。
図
２
に
あ
る
よ
う
に
、
皮
肉
な
こ
と
に
、
淡

水
注
入
（
イ
ベ
ン
ト
娼
）
直
後
か
ら
原
子
炉
水
位
が
再
下
降
し
、
Ｔ
Ａ
Ｆ
を
横
切
っ
た
。
そ
の
た
め
燃
料
棒
表
面

露
料
被
濯
管
）
の
ジ
ル
コ
ニ
ウ
ム
合
金
が
高
温
に
な
り
、
炉
内
の
水
蒸
気
と
反
応
し
て
水
素
が
継
続
的
に
発
生

し
た
。
そ
の
水
素
は
、
原
子
炉
系
配
管
の
破
損
部
か
ら
蒸
気
と
と
も
に
漏
出
し
た
。
水
素
は
軽
い
の
で
格
納
容

器
最
上
部
へ
向
か
う
。
そ
し
て
、
す
で
に
蒸
気
の
漏
出
が
は
じ
ま
っ
て
い
た
フ
ラ
ン
ジ
部
か
ら
、
オ
ペ
レ
ー
シ

ョ
ン
フ
ロ
ア
に
入
る
。
三
月
の
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
フ
ロ
ア
の
室
温
は
低
い
。
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
フ
ロ
ア
に
入
っ

た
蒸
気
は
そ
こ
で
水
に
な
る
。
こ
う
し
て
湿
度
が
下
が
り
、
水
素
爆
発
の
環
境
が
整
う
。
そ
し
て
大
爆
発
が
起

き
た
。

れ
に
対
し
て
圧
力
抑
制
室
内
の
水
の
総
量
は
一
七
五
○
ト
ン
も
あ
る
。
大
雑
把
な
計
算
だ
が
、
崩
壊
熱
を
考
慮

し
な
が
ら
圧
力
抑
制
室
の
水
温
上
昇
を
試
算
し
て
み
る
と
、
せ
い
ぜ
い
五
～
一
○
度
で
あ
る
。
そ
の
時
点
で
は
、
釦

冷
却
な
ど
ま
っ
た
く
必
要
が
な
い
程
度
の
温
度
上
昇
だ
。
一
方
、
こ
れ
も
大
雑
把
な
計
算
だ
が
、
圧
力
抑
制
機

構
が
働
か
な
か
っ
た
と
す
る
と
ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
の
圧
力
は
八
・
四
気
圧
に
な
り
、
記
録
さ
れ
た
圧
力
と
だ
い
た
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水
素
爆
発

。
一
号
機
に
お
い
て
は
、
地
震
発
生
直
後
に
、
な
に
が
し
か
の
原
子
炉
系
配
管
で
小
規
模
な
い
し
中
規

模
の
冷
却
材
喪
失
事
故
が
起
き
た
可
能
性
が
き
わ
め
て
高
い
。

。
一
号
機
の
圧
力
抑
制
室
の
一
部
が
地
震
発
生
直
後
に
破
損
し
た
か
、
激
し
い
ス
ロ
ッ
シ
ン
グ
が
起
き
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1原発で何が起きたのか

人
が
仰
天
し
な
が
ら
も
、
早
く
も
そ
れ
を
「
事
実
」
と
し
て
受
け
入
れ
は
じ
め
て
い
る
よ
う
に
思
え
る
。
報
告

書
に
記
さ
れ
．
て
い
る
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
結
果
の
要
点
を
記
す
と
、
地
震
発
生
後
約
三
時
間
で
炉
心
露
出
、
同

約
四
時
間
で
炉
心
損
傷
開
始
、
同
約
一
五
時
間
で
原
子
炉
圧
力
容
器
破
損
、
で
あ
る
。
い
わ
ば
超
特
急
メ
ル
ト

ダ
ウ
ン
で
あ
る
。

ど
ん
な
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
で
あ
れ
詞
そ
の
結
果
は
、
ひ
と
え
に
ど
の
よ
う
な
デ
ー
タ
を
入
力
し
た
か
に
か

か
っ
て
い
る
。
こ
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
担
当
者
ら
は
、
お
そ
ら
く
、
ど
う
す
れ
ば
格
納
容
器
の
圧
力
を
設

計
圧
力
よ
り
高
い
七
・
四
気
圧
に
上
昇
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
か
に
苦
心
し
た
は
ず
だ
。
彼
ら
は
、
私
が
本
章

で
論
じ
た
よ
う
な
、
地
震
動
に
よ
る
圧
力
抑
制
機
構
の
破
壊
や
機
能
喪
失
と
い
う
ス
ト
ー
リ
ー
を
入
力
条
件
と

し
て
選
択
し
な
か
っ
た
。
そ
れ
を
選
択
す
る
と
、
原
発
の
耐
震
脆
弱
性
と
い
う
問
題
を
提
起
し
て
し
ま
う
か
ら

だ
。
同
じ
意
味
で
、
配
管
破
断
と
い
う
条
件
も
論
外
だ
っ
た
。
そ
う
い
う
も
の
は
す
べ
て
排
除
し
、
あ
く
ま
で
、

長
く
激
し
い
地
震
動
に
も
ビ
ク
と
も
し
な
い
健
全
な
原
子
炉
圧
力
容
器
、
健
全
な
格
納
容
器
、
健
全
な
配
管
、

健
全
な
弁
を
初
期
状
態
と
す
る
健
全
な
原
発
が
、
津
波
で
全
交
流
電
源
を
喪
失
し
た
場
合
に
、
格
納
容
器
の
圧

力
が
必
然
的
に
、
し
か
も
早
期
に
、
七
・
四
気
圧
ま
で
上
昇
す
る
よ
う
な
入
力
条
件
を
探
し
求
め
た
と
い
う
こ
・

と
で
し
か
な
い
。
具
体
的
に
は
、
で
き
る
だ
け
早
期
に
メ
ル
ト
ダ
ウ
ン
を
起
こ
さ
せ
て
原
子
炉
圧
力
容
器
に
穴
３

を
あ
け
、
そ
こ
か
ら
高
温
高
圧
の
ガ
ス
を
噴
出
さ
せ
る
こ
と
で
、
格
納
容
器
の
圧
力
を
異
常
に
高
く
す
る
モ
デ
３

追
記
悪
し
き
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い
て

福
島
原
発
事
故
に
対
す
る
原
子
力
災
害
対
策
本
部
は
、
二
○
二
年
六
月
の
は
じ
め
に
、
同
月
二
○
日
か
ら

開
か
れ
る
Ｉ
Ａ
Ｅ
Ａ
閣
僚
会
議
に
提
出
す
る
事
故
報
告
書
（
董
京
電
力
福
島
原
子
力
発
電
所
の
事
故
に
つ
い
て
』
）
を

提
出
し
た
。
す
で
に
本
章
の
原
稿
を
書
き
上
げ
た
あ
と
な
の
で
十
分
な
ス
ペ
ー
ス
を
と
っ
て
議
論
す
る
こ
と
は

で
き
な
い
が
、
そ
の
報
告
書
に
記
さ
れ
て
い
る
福
島
第
一
原
発
一
号
機
に
関
す
る
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い

て
、
ご
く
簡
単
に
触
れ
て
お
き
た
い
。

シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
は
Ｍ
Ａ
Ａ
Ｐ
と
呼
ば
れ
る
事
故
解
析
コ
ー
ド
を
使
っ
て
な
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
シ
ミ
ュ

レ
ー
シ
ョ
ン
結
果
が
衝
撃
的
だ
っ
た
か
ら
か
、
ひ
と
た
び
そ
れ
が
テ
レ
ビ
や
新
聞
で
報
道
さ
れ
る
や
、
多
く
の

た
た
め
に
圧
力
抑
制
機
構
が
有
効
に
作
用
し
な
か
っ
た
可
能
性
が
高
い
。

。
二
号
機
に
お
い
て
、
圧
力
抑
制
室
の
外
で
水
素
爆
発
が
起
き
た
の
は
、
地
震
直
後
に
圧
力
抑
制
室
が

損
傷
し
た
た
め
と
推
測
さ
れ
る
。

な
お
、
本
章
で
は
二
、
三
号
機
に
つ
い
て
ほ
と
ん
ど
触
れ
な
か
っ
た
が
、
そ
れ
は
あ
く
ま
で
紙
幅
に
よ
る
も

の
で
、
「
地
震
に
よ
る
問
題
は
な
か
っ
た
」
と
い
う
意
味
で
は
な
い
。
本
章
は
あ
く
ま
で
一
号
機
を
と
お
し
て

の
「
耐
震
脆
弱
性
」
の
指
摘
で
あ
る
。
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文
責
は
も
ち
ろ
ん
私
自
身
に
あ
る
が
、
「
柏
崎
刈
羽
原
発
の
閉
鎖
を
訴
え
る
科
学
者
・
技
術
者
の
会
」
の
仲

間
た
ち
の
鋭
い
洞
察
力
な
し
に
、
本
章
を
書
き
上
げ
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
皆
様
に
感
謝
。

ル
を
模
索
し
た
に
過
ぎ
な
い
。

し
か
し
、
今
回
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
結
果
は
度
し
難
い
問
題
を
抱
え
て
い
る
。
そ
れ
は
、
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ

ョ
ン
に
よ
る
水
位
変
化
が
、
実
測
さ
れ
た
水
位
変
化
と
ま
っ
た
く
一
致
し
な
い
こ
と
だ
。
こ
れ
に
関
し
て
報
告

書
は
、
「
格
納
容
器
内
が
高
温
に
な
る
こ
と
で
水
位
計
内
の
水
が
蒸
発
し
、
正
確
な
水
位
を
示
し
て
い
な
い
可

能
性
が
あ
る
」
と
、
実
測
さ
れ
た
水
位
デ
ー
タ
を
信
用
で
き
な
い
も
の
と
し
て
パ
ッ
サ
リ
切
り
捨
て
て
い
る
。

で
は
、
水
位
計
の
水
が
蒸
発
し
て
い
る
と
い
う
な
ら
、
図
２
で
、
Ａ
、
Ｂ
二
系
列
の
水
位
計
の
デ
ー
タ
が
同
じ

下
降
傾
向
を
示
し
て
い
る
こ
と
を
ど
の
よ
う
に
説
明
す
る
の
か
。

シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
で
再
現
で
き
な
い
都
合
の
悪
い
デ
ー
タ
は
す
べ
て
誤
り
と
し
て
切
り
捨
て
、
都
合
の
よ

い
デ
ー
タ
だ
け
を
こ
と
さ
ら
強
調
す
る
。
こ
れ
は
、
典
型
的
な
悪
し
き
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
と
言
わ
ね
ば
な
ら

鯉
な
い
。
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